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和歌山県看護連盟会長 松浦 三代 

平成29 年度和歌山県看護連盟通常総会開催に向けて 

梅雨の候、会員の皆様には、ご壮健でご活躍のこととお慶び申し上げます。平素は、

和歌山県看護連盟の活動に、ご支援とご協力を賜り深く感謝申し上げます。 

 さて、今年も和歌山県看護連盟通常総会を開催させていただく季節となりました。

今回は、和歌山県の通常総会に先立ち 6 月 15 日に開催される日本看護連盟通常総会

で決定する、平成 31 年の第 25 回参議院議員選挙の組織代表候補予定者と 2 年間の

選挙対策を会員の皆様に報告申し上げる大切な総会となります。 

超高齢化社会を迎える2025 年に向け、医療従事者の半数を占める看護職が、チー

ム医療のキーパーソンとして業務拡大、質向上に努めなければなりません。働く女性の

17 人に 1 人が看護職の社会です。看護職が働き続けられる環境をつくることが社会の重要な課題です。看護職

の能力が最大限に発揮できる環境整備のため、看護職の国会議員を国政の場に送り出すことを人任せにするので

はなく、一人ひとりが自立した連盟活動をすることが必要です。先人の先輩たちが、私たち現役の看護職のため

に連盟活動をしてくださったように、次の世代のため、県民の健康増進のため、「ベッドサイドから政治を変える」

をスローガンに掲げ、組織代表候補予定者を全力で応援し、高い得票での当選をめざし、組織一丸となって活動

してまいりましょう。 

また、和歌山県における看護問題解決に向け、看護協会と協働し看護政策実現のため、和歌山県議会議員の先

生方との連携を深め、行政に働きかけができる組織として活動してまいります。 

今後とも、会員の皆様の大きなご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

    

日本看護連盟会長 草間 朋子 

地域包括ケアにおける看護職の重要性・必要性 

立春も迎え、梅の蕾もほころび、ヒガンザクラの便りも聴かれ、 「目に青葉・・・」

の俳句に詠われるように、野山の新緑が目にしみ、緑のグラデーションが「春もみじ」

の様相を呈し、気分さわやかな季節を迎えております。 

一方、高齢化率の増加、出生率の低下、人口減少などが進むわが国において、限られ

た財源の下で、医療、介護、少子化対策等を効果的・効率的に進めていくための社会保

障制度改革が急速に進められております。看護職は、対象者にとって、もっとも身近な

存在として、生活全体を視野に入れた医療・看護を提供し続けつづけてきました。「治

し・支える医療」「地域完結型医療」等を目ざす地域包括ケアにおける多職種連携のあ

り方をめぐる議論が活発に行われている今、看護職の専門性、地域包括ケアにおける看護職の役割・立ち位置を

しっかり主張していかなければならない、きわめて重要な時期を迎えており、連盟としての組織の力が問われて

おります。アンテナを高くし、県看護協会としっかり連携し、多職種連携、チーム医療における看護職の専門性、

立場等を行政等はもちろんのこと社会に向かってもしっかりアピールしていただきたいと思います。 

さらに、平成 30 年度の診療報酬・介護報酬の同時改定に向けた医療関連団体等の動きも一段と活発化してお

ります。診療報酬のあり方が、日本の医療の行方を実質的に誘導していくものとの思いから、看護職の立場から

の主張をしっかりしていかなければと肝に命じております。        
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衆議院議員 あべ 俊子 

 

和歌山県看護連盟の皆さま、いつも温かいご支援をありがとうございます。 

国民の安全と安心を守る医療体制は今、大きな転換期を迎えております。開催中の

国会では来年４月の診療報酬・介護報酬同時改定も見据え、医療･看護･介護が抱え

る課題について議論を進めております。皆さまが快適に働くことができる環境づく

りのため、これからも国政において積極的に発信してまいります。 

自民党が掲げる一億総活躍の旗印のもと「女性活躍･子育て･幼児教育PT」の座長

を拝命しました。育児休業取得後も円滑に職場復帰ができる環境整備や男性の育休

取得の推進、休業中の方に代わって職場を支えている方、とりわけ看護職における

夜勤の負担への支援策など、検討を精力的に進め取りまとめた案は、推進本部の提

言の一部として5 月上旬に大臣に申し入れを行いました。 

今後もさまざまな課題を少しでも改善･解決の方向へ動かしていけるよう精一杯取り組んでまいります。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

 

参議院議員 たかがい 恵美子 

 

青葉若葉の好季節、和歌山県看護連盟の皆さまには、ますますご清祥のことと拝

察いたします。私は、引き続き自民党女性局長として、女性版ふるさと対話集会の

全国展開を推進する他、2 月末に開始されたプレミアム・フライデーを活用し新た

に政治女子のための講座「プレミアムウィメンズクラブ」を創設させていただきま

した。 

また１月に創設した「女性医療職エンパワメント推進議連（超党派）」において

は、医療職特有の働き方に着目し医療従事者の心身社会的な問題に対処できる労働

環境を実現すべく着々と取り組みを進めています。これからも、‘人の生きる力を

守る看護のパワーを、社会の生きる力を創り出す政治に活かす’この精神で、皆さ

まと共に、がんばります。     
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参議院議員 石田 昌宏 

 

和歌山県看護連盟のみなさま、日頃よりお力添えを賜りありがとうございます。 

通常国会も終盤を迎え、国会では連日審議が行われています。私が事務局次長を

務める受動喫煙防止議員連盟では、今国会で受動喫煙対策を盛り込んだ健康増進法

改正案を成立させため、活動を強化しています。都道府県看護連盟の皆様のお力添

えにより、緊急総会の出席者数は120 名を超えました。また、日本看護連盟、日

本看護協会など11 の団体が意見を表明し、受動喫煙における健康被害を防ぐ決議

文を採択しました。翌日から、塩崎厚生労働大臣などに決議文を提出し、受動喫煙

のない環境づくりに全力で取組むことを確認しています。 

今年は、診療報酬と介護報酬の次期同時改定に向けた議論が進みます。現在、医

療・介護のニーズは高まり続けていますが、2025 年以降は減少に転じます。将

来を見据えしっかりと意見を述べてゆきます。 

引き続き、温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

衆議院議員 木村 弥生 

 

和歌山県看護連盟の皆さまこんにちは。 

4 人目の看護職議員として初当選してから 2 年、看護の視点を軸にさまざまな法

案に関わってまいりました。特別養子縁組のあっせんに関する法案では、議員立法

作成・成立の過程を勉強させていただき、障がい者総合支援法の改正では、医療的

ケア児に対する教育・医療・福祉の連携した支援体制の構築に力を注ぎました。 

また、昨年3 月より座長を務めております待機児童問題等対策特命チームでは、4

月に１万７千名分の署名と、コメント集を受け取りました。 

ここまで来られたのも、看護職の皆さまのご指導があってこそです。これからもご

意見やご要望を政策に反映してまいります。そして、光の当たらぬところにあたた

かな光を当てていく政治家でありたいと思っています。 

最後になりましたが、京都三区（京都市伏見区、長岡京市、向日市、大山崎町）にご家族・親類・ご友人等がい

らっしゃいましたら、ぜひご紹介をお願いいたします。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 
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個人会員支部 支部長（副会長兼務） 原 紀子 

日頃より看護連盟にご支援ご協力ありがとうございます。前回の参議院議員選挙では、

目標数に届かず反省する結果となりましたが、今年は、つぎの選挙に向けて既に活動が

始まっています。私達看護職代表の知名度をあげるため、又私達代表を国政の場に送り

出す事の重要性を、会員の皆様に伝えていきたいと思います。個人支部は、会員数が少

なく微力な支部ですが、他支部とも連携して、地道な連盟活動を行っていきたいと思っ

ております。会員の皆様方、今後共ご支援ご協力よろしくお願い致します。 

 

那賀支部 支部長（幹事長兼務） 木村 和子 

 第 24 回参議院選挙では高階恵美子議員を再度国政に送ることが出来ました。支部の

皆様にはお礼申し上げます。選挙活動は施設訪問・電話作戦・国会議員の研修会を開催

する事だけで選挙を迎え、地域と密着した活動が出来なかった事を反省しています。 

那賀地区にも多くの病院・施設・訪問看護ステーション・開業医等々ありますが、会員

に入会しているのは５施設しかありません。より多くの施設を訪問し今現場で感じてい

ること、困っていることに耳を傾け、こんな風に援助すれば、患者さんに変化が起きて、

ナースの生きがい、やりがいが向上し生き生きと働けるか、またベッドサイドに患者さ

んに寄り添い話を聴き、患者さんから、貴方でなければならない存在になれるように環境を整える仲間作りをし

ていきたいです。現場で頑張っている、ナース達の声をしっかりと聴いて会員を増やし、数を力にして、現場の

声を反映してもらう看護の代表を一人でも多く、国政に送くっていきたいと思います。平成 29 年度は、地域と

密着した連盟活動を期待しています。 

 

紀北支部 支部長 王野 祥子 

私が現在、勤務させていただいている医療機関は、看護連盟への入会をされていない

施設であり、入職時には困惑したことを思い出します。前勤務先では、看護協会・看護

連盟は同時入会でありましたが、若い頃であり、活動にも触れないままの入会ではあり

ましたが、看護連盟の活動や主旨は広報されていました。 

この度、長く看護連盟から離れていた私が、支部長として任命をお受けさせていただ

き、慣れない中での活動でありました。そのため、地区の関する委員の方や会員の方々

にはご迷惑をおかけしたと痛感しており、助言や援助をいただけたからこそ活動できた

のだと感謝しております。政治の勉強もできていない私が、伝えていくということの困

難や、自施設に入会者がいないという葛藤もありました。 

次年度は、紀北地区で活動できる施設の看護師として、枠を拡大できればと願っています。そのためには、支

部長としての活動も拡大し、同じ看護職の仲間が未来に向けて発信できる組織としての活躍の場にしていかなけ

ればなりません。まだまだ、未熟ではあり微力ではありますが、今後もご教示いただき、看護職が元気に働き続

けられる組織のために、職場の声を届け環境を整えるためには政治力が必要と発信していきたいと思います。 
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和歌山第１支部 支部長 福壽 和美 

 支部長を２期務めさせていただき、いろんな人たちとの触れ合いが大切だということ

を、強く感じました。私たちは「看護は一つ」の旗のもとに より良い看護ができるた

めの環境改善、ベッドサイドから政治を変える！をモットーに現場のささやかな声に耳

を傾け、意見を集約し連盟や国会議員の先生方に伝えてきました。 しかし、現在、看

護師の業務内容は多様化しつつあり、これから迎えうる高齢化社会の中 患者さんの要

望・要求の拡大と対応、人員不足、労働条件の悪循環の中、仕事量は多忙を極め、不平・

不満を持つ看護師が多いのが現実問題です。 

私は今まで政治ということに、ほとんど関心すら示してもいなかったのですが、この連盟の活動を行うことで、

多くの看護師や国会議員の方々と直接会話する機会に恵まれ 政治に興味を持ち、仕事や普段やっていることに

対し、意識が変化していきました。また後援会活動など病院外の活動に参加することで様々な考え方を知ること

ができ、私たちの仕事は多くの方々の支えがあるということが気づかされました。この現状打開を政治の力で変

えることができると確信しました。今、看護師である私たちが必要なのは、これからの若い世代にもっと看護と

政治のつながりを意識させ伝えていくことが必要だと強く感じています。 

 

 

和歌山第２支部 支部長 木村 佐多子 

 和歌山県看護連盟第二支部長を務めて二年が経過致しました。支部会員の皆様には、

いつもご支援ご協力を頂き深く感謝申し上げます。 

また第 24 回参議院選挙におきましてはご協力頂き有難うございました。現在は 4 名の

看護職国会議員（あべ俊子議員・たかがい恵美子議員・石田まさひろ議員・木村やよい

議員）が私達の代表として、看護問題の解決に向けて法律の制定・改正に取り組み、労

働条件・看護教育の改革等に大きく貢献して下さっています。 

「県民の命・暮らし・尊厳を支え守る」看護職がいきいきと誇りをもって働き続けられ

るために、看護職自身の力で組織代表を送り続けることが極めて重要です。 

看護連盟支部活動を通して、看護職の労働環境をより良く改善できるように、県本部や各支部長との密なる連携

の下、第 2 支部副支部長、リーダー、連絡員、更には会員の皆様のご理解・ご協力を頂きながら、共に歩みを進

めたいと願っておりますので、何卒宜しくお願い致します。 
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和歌山第 3 支部 支部長 谷口 明美 

 第3 支部支部長として7 月から看護部のご支援を頂き、関する委員や保健看護学部リ

ーダーの協力のもと一年間活動してまいりました。支部長に就任しすぐに第 24 回参議

院選挙に入りました。たかがい恵美子後援会会員に電話による投票への呼びかけを行い

ました。 

月 1 回開催される定例の役員・関する委員合同会議では研修の打ち合わせ、行事予定の

確認、連盟が抱えている問題の協議などを通して委員相互の交流に努めてまいりました。

その他の活動として、職場で開催される連絡委員会に出席し、委員の方たちと交流を深め、また、支部会議では

方向性について関する委員やリーダーと検討を重ねてまいりました。さらに、自民党県会議員の懇親会出席、研

修会等に参加し外部の方との交流を深めてまいりました。 

看護連盟の活動は、私たち看護職が力を合わせて高めていく必要性を感じます。「組織は力です」。そのためにも

連盟の会員を増やすことが必須となります。看護連盟会員になって良かったと実感できる魅力を発信し、会員増

に繋がる取り組みを強化して参りたいと思います。 

先輩看護師が築き上げてきた政策実現を私たちが受け継いでいく役割を感じています。看護職の働く環境の改善

は政治が深く関係していることを理解して頂くために、研修などの機会を通して会員一人一人に連盟の役割や活

動に触れて頂きたく思います。会員を増やし組織力強化実現に向けて微力ではありますが取り組んでゆく所存で

す。これからもご支援・ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

海南海草支部 支部長 岡﨑 一喜 

 支部会員の皆様のご協力のもと支部長として 2 年目を迎え、今年度初めて日本看護連

盟の総会に参加させていただきました。総勢2000 人を超える参加者が一同に集結して

いる様は圧巻であり、私自身連盟活動に対する考え方を一新する総会でもありました。 

また、平成 28 年度は選挙の年でもあり支部の各病院様や個人様におかれましては多大

なるご協力のもと勝利することができ本当にありがとうございました。今回の選挙結果

は、目標にしていた得票数の獲得には思いのほか難しく、投票行動に対する認識、あり

方等の課題がみえてきました。先ずは、組織強化のために会員の増員と、看護と政治の

繋がりの重要性を会員の皆様に理解していただき、投票行動の必要性を自覚していただく努力が重要である

と考えております。 

 連盟活動は、現役で働いておられる看護職のために、将来の看護職のためになる活動だと信念をもって頑張っ

ております。今後ともご協力宜しくお願い致します。        
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有田支部 支部長 丸山 重人 

 平成28 年７月１日、有田支部長に就任してすぐの7 月10 日が第24 回参議院選挙

の投票日であったので選挙活動としては、ごく短期間の電話作戦のみ経験した。今回の

選挙は当選したものの、得票数は全国的に連盟会員数を下回り会員対率が86.8%で、連

盟会員ですら投票数を確保できなかったとの分析であった。そこが最低限の今後の課題

であると思われる。第 25 回参院選に備えて支部内での活動としては、①支部内看護協

会及び各施設の連携を強固にし、理解・協力を得ること ②候補者のアピールを今まで

以上にしていく。そのために新人教育と併せて非会員の看護職員も対象にした支部単位

の研修会をもって、看護協会の戦後の歩みから看護連盟が発足し現在までの取り組み、

代表国会議員の活動内容までを深く広めることで二年後の今日に繋げていくこと。まだまだ経験不足であること

から先輩方にもご指導を受けながら進めていきたいと思う。 

 

日高支部 支部長 大川 和代 

日高支部は病院、看護学校、特別養護老人ホーム等、6 施設に所属する会員の方々115

名(平成 29 年 3 月 7 日現在)で成り立っています。一人でも多くの会員を増やす目的で

支部研修を年 2 回開催、および前年度は役員が一丸となって施設訪問を実施しました。

研修会では看護連盟の役割や活動を伝えることによって看護政策への関心が高まってい

るように感じています。また、外部講師を招いた研修会も実施しています。研修会を重

ねるたびに参加率も多くなり、看護連盟の団結力を感じています。さらに連盟活動に関

心の薄い20 代～30 代の会員・非会員にも、連盟活動の意味を伝え支部の活性化を図っ

ていこうと考えています。 

私は支部長という大役を受け、まだ戸惑っていますが、研修会等を通じて「顔の見える関係づくり」の積み重

ねを推し進めていき、親睦を深め一人でも多くの会員の参加を促し、看護の声の政策提言に繋げていけるよう支

援していきたいと思います。これからもよろしくお願い致します。 

    

    

    

 

 平成 29 年 4 月 30 日（日）、プラザホープ 4 階ホールにおいて、看護管理者・教育者研修を開催いたしまし

た。講師は、参議院議員 石田 昌宏先生、テーマは、「平成30 年診療報酬改定に向けて」でした。研修会企画当

初は、60 名～80 名の参加申し込みを見込み、80 名程度が入れる研修室を借用しておりましたが、研修会通知

後すぐに、申し込みが 80 名に達しました。大きな会場を再検索しましたが見つからず、会員の皆様に申し訳な

い気持ちでお断りさせていただきました。しかし、丁度キャンセルが出たとのことで、上記ホールを借用でき、

一度お断りさせていただいたにもかかわらず132 名もの会員の皆様にご参加いただきました。さすが我らが「石

田 昌宏議員」のネームバリューは凄いです。 
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月日：平成２９年６月２５日（日） 

場所：プラザホープ 4 階ホール  

 

12：20 開場 

12：55 オリエンテーション 

13：00 開会 

    挨拶  和歌山県看護連盟会長 

13：10 来賓祝辞 

    来賓紹介 

    祝電披露 

13：50 来賓退席 

13：55 議長団選出 

14：00 報告事項 

１．平成28 年度通常総会報告         

２．平成28 年度日本看護連盟主催会議報告  

３．近畿ブロック協議会主催会議・研修報告  

４．平成28 年度県役員・関する委員会報告  

５．平成28 年度研修報告        

６．平成29 年度代議員報告       

審議事項 

第一号議案 平成28 年度活動報告（案）    

第二号議案 平成28 年度決算報告（案）    

第三号議案 平成28 年度会計監査報告     

第四号議案 平成29 年度スローガン（案）   

第五号議案 平成29 年度活動計画（案）    

第六号議案 平成29 年度予算（案） 

第七号議案 選挙対策（案）        

第八号議案 役員選出            

    新旧役員挨拶  

    綱領宣言 

    日本看護連盟の歌斉唱 

14：50 総会終了 

 

15：00 特別講演 テーマ「看護と政治」 

          講師 参議院議員 石田 昌宏 先生  

16：00 閉会 
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項目項目項目項目    目標目標目標目標    方針方針方針方針    活動推進方法活動推進方法活動推進方法活動推進方法    評価指標評価指標評価指標評価指標    

組

織

力

組

織

力

組

織

力

組

織

力

のののの

強

化

強

化

強

化

強

化

・・・・

拡

大

拡

大

拡

大

拡

大    

1.1.1.1.看護協会、支部看護協会、支部看護協会、支部看護協会、支部

との連携・協働との連携・協働との連携・協働との連携・協働    

1)和歌山県看護協会との連携 

2)和歌山県看護連盟・支部との情

報の共有化 

3)支部の主体的な活動 

1)-1 和歌山県看護連盟と和歌山県看護協会の会長・役員と 

   看護政策についての話合いの機会をもうける。 

  -2 和歌山県看護連盟、和歌山県看護協会及び看護を考える 

   会の県議会議員と定期的な話合いの場をもうける。 

  -3 和歌山県看護協会総会・和歌山県看護連盟総会に 

   看護協会、連盟の役員が相互に参加する。 

2)-1 日本看護連盟・和歌山県看護連盟の情報を各支部長へ 

   発信する。 

  -2 各支部の情報を共有する。 

3)-1 各種会議・委員会の活性化を図る。 

・目標管理に基づいた実践がで

きたかどうか 

2..2..2..2..連盟活動の連盟活動の連盟活動の連盟活動の    

周知徹底周知徹底周知徹底周知徹底    

1)連盟活動のPR 

2)活発な情報交換 

3)自律した会員の育成 

1)-1 機関誌れんめい和歌山を(3 回/年)発行する。 

  -2 ホームページを活用し、活動を発信する。 

  -3 会員ハンドブックを活用し入会勧誘を行う 

  -5 各種グッズを活用する。 

  -6 研修会のあり方を検討する。 

2)-1 効果的・効率的で親しみやすい研修を企画し実施する。 

  -2 看護職国会議員のビデオメッセージを活用する。 

  -3 国政における看護職議員の活動を報告する。 

  -4 国会見学会の効率的な運営を検討する。 

  -5 効果的な若手会員(青年部)研修を開催する。 

3)-1 未入会者及び連盟会員へ働きかけ、連盟活動の理解を 

    深める。 

  -2 地方選挙に積極的に参加する。 

・地方選挙の投票率が上がる 

 

 

・ホームページのアクセス数の

増 

 

 

・研修の参加率の増 

3.3.3.3.会員数の増加会員数の増加会員数の増加会員数の増加    

1)平成 29 年度の増員目標数の設

定 

2)看護協会・看護連盟同時入会の

促進  

3)退会者の防止 

4)学生会員の確保 

1)-1 平成29年度の増員目標数を300人とし 

   増員獲得する。 

  -2 潜在看護師に連盟加入を働きかける。 

  -3 特別会員の基準の見直しをする。 

   (日本看護連盟の入会基準見直しに準ずる) 

2)-1 和歌山県看護協会役員、職員に連盟加入を働きかける。 

  -2 公立系や大学病院を中心に看護協会と同伴訪問等に 

   取り組む。 

  -3 看護連盟未加入者の多い施設の看護部長との交流の 

   機会を作る。 

3)-1 産休・育休者に連盟会員の継続を働きかける。 

  -2 会費の納入方法を含めた入会システムを検討。 

   (日本看護連盟の見直しに準ずる) 

4)-1 学生会員数を70 人増員する。 

   (日本看護連盟目標と同じ) 

  -2 看護大学・看護専門学校教員への入会を働きかける。 

 

4.4.4.4.和歌山県看護和歌山県看護和歌山県看護和歌山県看護

連盟の効率的連盟の効率的連盟の効率的連盟の効率的

運営運営運営運営    

1)和歌山県看護連盟規約・細則の

見直し 

2)財政の健全化と適正化 

1)-1 委員会を立上げ、規約・細則等を見直し、平成30 年度 

   の総会での改正の提案に向けての準備をする。 

2)-1 三役と支部長との定例会議を開催する。 

  -2 経費削減に努め、支出を見直す。 

・規約改正の提案ができる。 

・月 1 回の会議が定例化され

る。 

・適正な収支バランスができた

かどうか。 

・経費削減額できたかどうか。 

5.5.5.5.近畿ブロック近畿ブロック近畿ブロック近畿ブロック

協議会の活動協議会の活動協議会の活動協議会の活動

への積極的なへの積極的なへの積極的なへの積極的な

参加参加参加参加    

1)ブロック協議会の活性化 1)-1 ブロック協議会内の府県会長会議で情報交換をし、 

   県での活動に生かす。 

  -2 ブロック協議会内の府県副会長・幹事長の連携を強化し、 

   県での活動に生かす。 

  -3 ブロック別看護管理者等政策セミナーに看護協会役員、 

   看護管理者に参加を働きかける。 

・会議等で得た情報交換が活用

できたかどうか。 

・幹事長同士の交流が活用でき

たかどうか。 

6.6.6.6.支部組織の活支部組織の活支部組織の活支部組織の活

動の強化・促進動の強化・促進動の強化・促進動の強化・促進    

1)支部役員の役割の明確化と徹底 

2)支部役員・リーダーの意識強化 

3)各支部会員のモチベーションの

強化 

1)-1 支部役員の役割等を明文化し徹底する。 

2)-1 支部長会議を開催する。 

  -2 各支部で役割が発揮できるリーダーを育成する。 

3)-1 各支部において、組織代表国会議員、県選出国会議員、 

   県議会議員、市町村議会議員による研修会等を開催し 

   交流を深める。 

・支部役員の役割の明文化がで

きたか。 

 

・リーダー(施設連絡員)数の増 

7.7.7.7.若手会員の育若手会員の育若手会員の育若手会員の育

成成成成    

1)青年部の位置づけ・役割の明確

化と徹底 

2)若手会員の活用の促進 

3)ポリナビの活用 

1)-1 青年部の位置づけ・役割を明確にし、規約・細則に盛り 

   込むための検討を行う。 

  -2 県内の各支部の青年部の交流を促進する。 

2)-1 役員・委員等に若手会員を登用する。 

3)-1 県・支部のポリナビを開催する。 

 

 

        

１．力強い組織づくり  2．成熟・自律した活動 
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項目項目項目項目    目標目標目標目標    方針方針方針方針    活動推進方法活動推進方法活動推進方法活動推進方法    評価指標評価指標評価指標評価指標    

組

織

力

組

織

力

組

織

力

組

織

力

のののの

強

化

強

化

強

化

強

化

・・・・

拡

大

拡

大

拡

大

拡

大    

8.8.8.8.その他の組織その他の組織その他の組織その他の組織

との連携・協働との連携・協働との連携・協働との連携・協働    

1)医療関係団体との交流の促進 

2)介護関係団体との交流の促進 

3)その他の関係団体との交流の促

進 

4)支援団体との交流の促進 

5)支援企業との交流の促進 

6)看護系教育機関との交流の促進 

1)-1 医療関係団体との交流の機会をつくる。 

2)-1 介護関係団体との交流の機会をつくる。 

3)-1 その他の関係団体との交流の機会をつくる。 

4)-1 支援団体との交流の機会をつくる。 

5)-1 支援企業との交流の機会をつくる。 

6)-1 看護系教育機関との交流の機会をつくる。 

・訪問件数 

・賛助会員の加入数 

9.9.9.9.現場の課題へ現場の課題へ現場の課題へ現場の課題へ

の対応の対応の対応の対応    

1)現場の声等の意見・提言などへ

の対応 

2)役員会・関する委員合同会議で

の意見の集約 

1)-1 ホームページ等を活用し、現場の声(意見)を集約し 

   問題解決に向けて検討する。 

  -2 現場の声を行政に反映するため、日本看護連盟、 

   組織代表国会議員、和歌山県選出国会議員、市町村 

   議会議員と共有するため交流の機会をもうける。 

2)-1 現場の課題を明確にし、検討する。 

・検討した課題数 

政

治

力

政

治

力

政

治

力

政

治

力

のののの

強

化

強

化

強

化

強

化    

1.1.1.1.看護政策の実看護政策の実看護政策の実看護政策の実

現現現現    

1)和歌山県看護連盟、支部の政治

力の強化 

2)現場の声の把握 

3)看護政策立案に向けて和歌山県

看護協会との連携 

1)-1 看護を考える会の県議会議員との連携を密にする。 

  -2 和歌山県選出の国会議員の政策説明会等に参加し連携を 

   密にする。 

  -3 看護を考える会の県議会議員と研修会・交流会の機会を 

   をもうける。 

  -4 看護連盟活動に理解のある地方議員との交流を 

   促進する。 

2)-1 看護政策要望書作成は、和歌山県看護協会と綿密な 

   協議を行い共同して行政・議員等へ提出する。 

要望書の提出数、その後の成果 

及び動向の把握 

2.2.2.2.看護職国会議看護職国会議看護職国会議看護職国会議

員の支援員の支援員の支援員の支援    

1)4 人の看護職国会議員の確保と

支援 

2)第 25 回参議院選挙に向けて早

期の候補予定者後、速やかに活

動計画の企画と活動化 

3)看護職国会議員候補者の発掘と

育成 

1)-1 4人の組織代表国会議員の各自の活動状況及び知名度を 

   周知する。 

 -2 岡山県看護連盟、京都府看護連盟の支援を強化する。 

 -3 ホームページ等を活用して各議員の活動を周知する。 

2)-1 第25回参議院選挙に向けて決定した候補予定者当選に 

   向けて活動計画を早期に決定し活動を開始する。 

  -2 第25回参議院議員選挙に向けた選挙体制を整備する。 

  -3 第25回参議院選挙候補予定者の名前を周知する。 

3)-1 政治アカデミー修了者がリーダーとして活動できる 

   よう働きかける。 

4 人の議員の確保の可否 

 

・知名度のＵＰ 

 

 

・アカデミー修了者の活躍の場

の明確化 

3.3.3.3.看護を理解す看護を理解す看護を理解す看護を理解す

る国会議員のる国会議員のる国会議員のる国会議員の

確保と支援確保と支援確保と支援確保と支援    

1)県選出の国会議員との連携の強

化 

1)-1 和歌山県看護連盟と和歌山県選出の国会議員との 

   交流の機会をもうける。 

  -2 地方選挙で看護政策の必要性をアピールする。 

  -3 和歌山県における看護連盟の活動に理解を示す 

   国会議員を支援する体制を強化する。 

  -4 各支部看護連盟と国会議員との交流の機会をもうける。 

  -5 役員、支部長、会員に自民党への入党を働きかける。 

・党員、党友入会数 

4.4.4.4.地方・議会、地地方・議会、地地方・議会、地地方・議会、地

方行政への影方行政への影方行政への影方行政への影

響力の強化響力の強化響力の強化響力の強化    

1)看護を考える会の県議会議員と

の活動の促進 

2)県議会・市町村議会議員との情

報交換と活動支援 

3)行政との情報交換 

1)-1 看護を考える会の県議会議員との交流の機会を 

   もうける。 

2)-1 地域の議員との交流の機会をもうける。 

  -2 地域の議員に看護政策の必要性をアピールする。 

  -3 看護政策実現のために県に働きかけを依頼する。 

3)-1 和歌山県看護協会と協働して行政等に要望書を 

   提出する。 

  -2 行政の看護政策に関する情報を積極的に収集する。 

・応援議員数 

・要望書数 

・参加数・行事内容 

5.5.5.5.地方議員の擁地方議員の擁地方議員の擁地方議員の擁

立と支援立と支援立と支援立と支援    

1)地方議員候補者の発掘と育成 

2)地方議員との連携強化 

1)-1 県議、市議等への立候補者への支援を行う。 

  -2 県、政治団体が実施している若手育成プログラムに 

   会員が参加できるよう情報提供を行う。 

2)-1 地方議員の対応強化に向けて各支部を支援する。 

  -2 地方議員の活動に積極的に参加する。 

・看護を応援する県議・市町村

議の当選者数 

会

員

福

祉

会

員

福

祉

会

員

福

祉

会

員

福

祉

のののの

充

実

充

実

充

実

充

実    

1.1.1.1.災害への対応災害への対応災害への対応災害への対応    

1)災害発生地への支援 1)-1 和歌山県看護連盟の対応を検討し明文化する。 

  -2 和歌山県役員、各支部役員の災害時の連絡網を整備する。 

  -3 日本学術会議や災害関連学会からの情報をタイムリーに 

   収集し、災害発生時の会員への支援に生かせるように 

   する。 

  -4 被災地の現状を国会議員、関係団体へ伝達し、支援の 

   協力を要請する。 

  -5 継続的に情報を交換し、支援を継続する。 

・明文化 

2.2.2.2.福利厚生への福利厚生への福利厚生への福利厚生への

対応対応対応対応    

1)和歌山県看護連盟内規に基づく

対応 

1)-1 叙勲等受章者への対応を行う。 

  -2 物故会員への対応を行う。 

  -3 災害見舞いの対応を行う。 

  -4 慶弔等への対応を行う。 

 

3.3.3.3.諸問題への対諸問題への対諸問題への対諸問題への対

応応応応    

1)会員の安全の保証 1)-1 コンプライアンスに基づき政治活動、選挙活動のために 

   情報交換を行う。 

  -2 諸般ｐの疑問・問題には、日本看護連盟と相談し速やか 

   に解決する。 

・情報提供件数 
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れんめい和歌山は、年間3 回発行しております。今回は平成28 年度最終

号です。そのため、各支部の支部長さまに、1 年間の活動を振り返り、メ

ッセージをお願いいたしました。次年度も支部長さまのリーダーシップの

もと、ますます活発な支部活動ができますことを祈念いたします。 

 

日 本 看 護 連 盟 会日 本 看 護 連 盟 会日 本 看 護 連 盟 会日 本 看 護 連 盟 会 費費費費    5,0005,0005,0005,000 円円円円    

和歌山県看護連盟会和歌山県看護連盟会和歌山県看護連盟会和歌山県看護連盟会費費費費    3,0003,0003,0003,000 円円円円    

    

計計計計    8,0008,0008,0008,000 円円円円    

皆様のご皆様のご皆様のご皆様のご入会入会入会入会をををを    

お待ちしております。お待ちしております。お待ちしております。お待ちしております。    

 

平成 29 年度日本看護連盟通常総会 
月日：平成29 年6 月15 日 

場所：東京プリンスホテル 

若手会員対象研修「基礎研修＋ストレスマネジメント（講師：大下大圓先生）」 
月日：平成29 年8 月5 日 

場所：ＪＲ和歌山駅前 橘ビル 

平成29年度和歌山県看護連盟通常総会 
月日：平成29 年6 月25 日 

場所：プラザホープ 

全国ポリナビワークショップ in 大阪 
月日：平成29 年11 月25 日 

場所：ホテルアウィーナ大阪 

平成 30 年和歌山県看護連盟年賀会 
月日：平成30 年1 月28 日 

場所：ホテルグランヴィア和歌山 


